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 １０月２２日（水）と３１日（金）を学ぼうさいＤＡＹとして、「体験しよう　考えよう　行動しよ

 う　自他の命を守るために」をテーマに防災に関する学習を行いました。
　２２日には、徳島市東消防署勝占分署の方々がいくつかのブースに分かれて、体験をしながらの防
災学習を進めてくださいました。消火体験、けむり体験、ポンプ
車・救急車見学、簡易トイレ・ベッド体験、防火服の試着など、
様々な体験をしながら、消防署の方にお話を聞かせていただきま
した。また、防災人材育成センターの方にお越しいただき、４年
生は、避難リュックの作り方について、５年生は避難所について
の出前授業をしていただきました。当日は、あいにくの雨で起震
車体験はできませんでしたが、保護者の方にもご参加いただき、
我が身に起こり得る災害にどう対処すればいいか、考えることが
できました。３１日には、同じく防災人材育成センターの方に出
前授業をしていただきました。１年生は、「自分のいのちをまも
るために」、５年生は、「防災マップの作り方」のお話を聞きまし
た。ご家庭でも災害時に備え、お子様と一緒に今、備えておける
ことを考え、学んだことを生かして準備を進めておいてください。

 
 
　１１月に入り、急に気温が下がり、秋らしい気候になってきました。１１月５日（水）の２時間目
は、各学年、人権についての参観授業でした。それぞれの学年の発達段階に応じて、なかまや個人の
人権について考える学習を見ていただきました。その中で、２年生は、お家の人が、どのような思い
や願いをもって、自分の名前を考えてくれていたのか、聞き取りをして発表していました。生まれた

ときにつけられた自分の名前の意味を、クラスの友達みんなに知
ってもらいました。一人ひとりかけがえのない存在であることが

 伝わりました。
　３時間目には、ＰＴＡ校外・家庭教育部による親と子のふれあ
い人権講演会が体育館で開催されました。ＮＰＯ法人ボランティ
アドッグ育成センターと、とくしま県民プラザの方にお越しいた
だきました。介助犬（シドくん）、聴導犬（ショーくん）災害介
助犬（タイチくん）が登場し、デモンストレーションを見せてい
ただきました。共生社会を目指し、何ができるかを考える時間と
なりました。

 
 
　１１月５日（水）参観日の後、５・６年生が、第７４回徳島県学校ダンス発表会に出場しました。
この発表会は、徳島県内の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、大学から、体育の授業で踊った表現
・ダンスや、運動会で踊ったダンス、クラブ活動や部活動で踊った作品を発表する場で、池田、阿南、
徳島の３会場で開催されています。本校の５・６年生は、地蔵橋駅から汽車に乗って、会場であると
くぎんトモニアリーナへ向かいました。運動会の赤組、白組のダンスをさらにアレンジし、最初と最
後に全員で踊るダンスも付け加え
ました。笑顔いっぱいで楽しそう
に踊る方小っこに、会場からは大

 きな拍手と歓声があがりました。
　残念ながら今回で最後の発表会
になりますが、思い出のダンスが
披露できました。会場まで応援に
かけつけてくださった保護者の皆
様、ありがとうございました。

 
 
　９月上旬に開催予定でした愛校作業を１１月８日（土）の午前７時３０分から行いました。休日の
早朝にもかかわりませず、８０名もの児童、保護者の皆様にお集まりいただき、窓拭き清掃や除草、
溝掃除にご協力いただきました。子供たち
や職員の掃除だけではなかなか手が届かな

 いところをきれいにしていただきました。
　保護者の方が学校のために一緒に作業に
取り組んでくださっている姿を見ることに
よって、子供たちも学校を愛し、大切に思
う気持ちがふくらみます。子供たちが大人
になったときも、同じように進んでまわり
の人のために働くことができるようになる
と思いました。また、朝会で愛校作業の様
子を子供たちに伝えます。ありがとうござ
いました。
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